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研究成果の概要（和文）：本研究では、東南アジアの職業教育の労働市場での成果について①単に賃金要因のみ
ならず、「職業教育を受けた若年層」は、②安定的な雇用にありついたのか、また、③職場の働きやすさなどの
満足度につながっているのかを実証的に明らかにすることである。インドネシアの中等職業教育卒業者は、経歴
年数を積むことにより賃金を上昇させることができた。さらに、経歴年数が長いほど賃金上昇率が上がること
と、中等教育段階で男性の方が女性より教育収益率が高いということと、大学に進学することが経済的事情によ
り難しい学生は、職業教育を受けて職業経歴を積むというキャリアパスがより望ましいことが分かった。

研究成果の概要（英文）：This study focuses on vocational education that is directly related to the 
school-to-work transition into the labor market. In particular, this study examines (1) wage 
effects, (2) job quality for youth, and (3) quality of the job environment. The findings show that 
secondary vocational education graduates in Indonesia increase their wages compared to general 
education graduates by accumulating years of work experience as they were able to enter the labor 
market quicker and earlier than both college graduates and secondary general education graduates. In
 addition, the effect of years of working experience on wages was stronger for men than for women,  
suggesting the need to improve women’s vocational education.  Overall,  secondary vocational 
education is helpful for the school-to-work transition, especially for workers who had disadvantaged
 family backgrounds as children.

研究分野：教育開発
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研究成果の学術的意義や社会的意義
東南アジアにおける労働市場での教育成果（職業教育）をオーストラリアの研究機関から提供する良質のデータ
を用いて因果関係の識別を試みている点で特徴的である。厳密な手法を用いることでより多くの東南アジア諸国
の国際比較可能なエビデンスを提供する意義がある。政策効果の面では、会計環境を含め、ジェンダー別に異な
る教育成果が予測され、労働市場における男女間賃金格差を縮小するどのような教育政策をすべきかの示唆を与
える意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 
近年、世界的に若年層の高失業率とともに職業教育の関心が高まっているものの、特に

東南アジアでは職業教育効果に関する実証分析はこれまで国内外でほとんど行われて

こなかった。まず、Mahirda & Wahyuni (2016) はインドネシアの賃金における教育リ

ターンに関して一般教教育と職業教育を比較したがその差がなかったことを明らかに

した。しかし、学校選択の要因を考慮しなかったため、個人能力の差が無視され、適切

な結果として解釈しきれない。また Demombynes & Tetaverde (2018)は、ベトナムの

教育を段階別に分けて職業教育の賃金効果を明らかにしたが、教育選択要因が明らかに

なっていないため、どんな人材が職業教育を選択しているか、また今後の職業教育開発

のための政策提案が難しい。つまり現代の多様な雇用形態に、職業教育が対応できてい

るのか、またより安定的な雇用状況につながるのか、定まった評価がないため、その判

断ができるような研究が求められている。 
 
２．研究の目的 
 
今までのアジア諸国における職業教育の労働市場成果に関する研究では、職業教育の選

択要因、卒業後の進学や労働市場への参入要因（教育経路）から労働市場成果を総括的

に考慮した実証研究蓄積が少なく、東南アジアモデルの研究に至っては、まだ確立して

いない。上記の問題意識を踏まえて、本研究の目的は、東南アジアの職業教育の労働市

場での成果について①単に賃金要因のみならず、「職業教育を受けた若年層」は、②安

定的な雇用にありついたのか、また、③職場の働きやすさなどの満足度につながってい

るのかを実証的に明らかにすることである。 
 
３．研究の方法 
 
研究の目的を①～③を達成するため、以下の方法を用い分析を行った。 

【段階１：職業教育の選択要因を検証】 

選択影響要因として家庭環境（父の賃金と教育水準）、個人属性（性別、学校業績と教

育投資費用など）変数を用い、「いかなる人材が職業学校を選択するのか、を一般高校

選択と比較し、また、高校修了後労働市場に参入せず、大学を進学する場合、その要因

は何か。」について進学行動モデルにより検証する。 

【段階２：雇用・賃金にアクセスできたか】職業教育経路による「雇用と賃金面での成

果はほかの教育経路に比べどう異なるか。」について賃金ﾌﾟﾚﾐｱﾑﾓﾃﾞﾙで検証、職業教育

選択が雇用と賃金を保証するか検討する。 

【段階３：雇用形態・職場環境は良好か】職業教育経路が雇用形態（正規・非正規社員）

や職場環境（中小企業・大手企業）に与える影響について教育水準別に検証し、職業教

育はより安定的な雇用につながるのかを明らかにする。本段階の分析があることで段階

1-3 の連続性が明確になる。 
 
４．研究成果 
 
インドネシアにおける中等職業教育卒業者は、大卒者より早い時期から労働市場へ参入

し、経歴年数を積むことにより賃金を上昇させることができた。これが一つの要因とな



り、教育の面では、中等教育段階までは一般教育より職業教育の方が、教育収益率が高

いこと明らかになった。インドネシアのように経済発展は著しいが主要産業が高度な技

術が要求されていない開発途上国では、国民全体の最終学歴シェアが中等教育に集中し

ている。そのため、中等職業教育が、重要な人的資本の生産性を高める主要因として働

いている。全教育種別のなかで比較した場合、イスラーム教育や普通教育よりも中等職

業教育が圧倒的に高い教育収益率を表していた。また、経歴年数が長いほど賃金上昇率

が上がることと、中等教育段階で男性の方が女性より教育収益率が高いということと、

大学に進学することが経済的事情により難しい学生は、職業教育を受けて職業経歴を積

むというキャリアパスがより望ましいが分かった。特に、インドネシアの中等職業教育

の収益率は男性の方が女性より有効であることから、女性が男性に引けを取らない教育

収益率をあげるために、ジェンダーバランスを配慮した中等職業教育の改善が必要なこ

とが示唆された。さらに、本研究で、興味深いことに、大学卒以上の教育段階では、女

性の教育収益率が高い、という結果が発見されている。それは、女性の方が、大学進学

率が高い要因がかかわっているかも知れないが、ヘックマンの 2段階推計法分析で使わ

れた全体サンプル数をみると、女性の方が 15％ほど少ないので女性大卒者は男性大卒

者より教育収益率が高いということが分かった。 
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